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議
聯
9
4

露
Ｌ

近日中に調査票の回

収にお伺いしますので

よろしくお願いします。

役立っています昼休み窓口
池本市長

「
市
璧
町
ね
昼
休
み
の
窓

口
業
務
牽
や
ａ
て
ほ
し
い
」

と
い
’
7
市
民
の
強
い
Ｂ
ｆ
ｆ
ｌ
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
日
平
均
8
7
人
が
利
用

市
民
課
な
ど
が
開
設

市
で
は
、
勤
務
の
都
合
な
ど
か
ら
「
昼

休
み
事
務
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
市
民

の
み
な
さ
ん
の
強
い
要
望
に
応
え
、
三
月

一
日
か
ら
昼
休
み
窓
口
を
開
設
、
多
く
の

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
開
設
し
て
い
ま
す
昼

休
み
窓
口
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
ど
ま
と
め
｛
旅
休
み
窓

口
の
利
用
状
況
を
み
て
み
毒
Ｔ
と
、

三
月
、
四
月
の
二
ヵ
月
間
で
三
千

七
百
三
十
一
人
、
三
千
七
百
十
件

の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

一
日
平
均
八
十
七
人
の
人
が
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
住
民
異
動
に
伴
う

手
続
き
や
印
鑑
″
匹
録
な
ど
を
取
り

侭
つ
市
民
課
が
、
約
二
千
七
百
人

見
麗
の
約
七
〇
％
を
し
め
て
い

‘
手
。

▲利用者の多い昼休み窓口（市民課で）

る
に
当
っ
て
は
そ
の
こ
と
を

基
本
に
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
正

確
、
じ
九
速
、
親
切
を
信
条

に
、
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
づ

く
り
に
頑
張
り
た
い
と
存
じ

ホ
チ
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か

い
ご
支
援
夕
賜
わ
り
ま
す
よ

．
ｒ
＼
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宇
治
市
艮旨

本
％
＊
＊
ｃ

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
月
曜
日
や

土
曜
日
は
非
常
に
混
雑
し
て
い
た

市
民
ホ
ー
ル
欠
示
一
月
に
拡
張

し
、
明
る
く
ゆ
と
り
の
あ
る
ロ
ビ

ー
に
す
る
な
芦
施
設
面
の
改
善
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
の
昼
休
み
窓
口

の
開
設
に
伴
い
、
昼
前
や
午
後
一

時
す
ぎ
の
混
雑
の
解
消
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、
勤
務
の
関
係
や
急

を
用
す
る
場
合
に
昼
休
み
で
も
手

続
き
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昼
休
み
窓
口
を
開

い
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
市
民

の
み
な
さ
ん
も
多
い
ぶ
つ
で
Ｔ
。

開
設
し
て
い
ま
す
十
一
課
と
主
な

業
務
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
市
民
税
課
（
バ
イ
ク
の
申
告
。

諸
証
明
な
ど
）

マ
資
蛮
茄
。
（
車
ｍ
証
明
、
評
価

すみよい環境を

つくりましょう

環境週間6月5日～11日

証
明
な
ど
）

Ｉ
＞
納
税
課
（
市
税
の
納
付
、
納
税

証
明
な
ど
）

マ
交
通
労
政
課
（
住
宅
融
資
、
交

通
災
害
共
済
の
申
請
な
ど
）

マ
市
民
課
（
諸
証
明
、
印
鑑
登
録

な
ど
）

マ
保
険
年
金
課
（
被
保
険
者
の
資

格
の
得
『
保
険
料
の
収
納
な

ど
』

マ
保
健
衛
生
課
（
妊
婦
の
健
康
診

断
受
診
票
の
交
付
な
ど
）

市
民
1
境
講
座

今
年
も
環
境
デ
ー
の
六
月

五
日
か
ら
環
境
週
間
が
始
ま

り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
機
会
に
4

近
な
環
境
問
題
に
目
を
向
け

て
い
た
だ
こ
う
と
、
市
民
の

み
な
さ
ん
夕
対
象
に
環
境
講

座
を
開
μ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

マ
と
き
上
八
月
九
日
團
、
午

燃
一
時
か
ら
四
時

マ
福
祉
課
（
児
童
手
当
、
バ
ス
割

引
証
の
交
付
な
ど
）

▽
清
掃
課
（
し
尿
く
み
取
り
、
ご

み
収
集
〔
臨
時
ご
み
〕
申
請
な
ど
）

▽
水
道
部
業
務
課
（
水
道
の
開

始
や
中
止
の
申
込
み
、
水
道
料

金
の
納
入
な
ど
）

▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
転

入
学
届
の
受
付
な
ど
）

な
お
、
各
課
と
も
各
種
の
相
談

事
務
や
専
門
的
な
事
務
は
除
き
ま

す
。

マ
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保
健
所
二

階
ホ
ー
ル

▽
講
演
・
：
テ
ー
マ
「
く
β
し

の
中
の
ご
み
を
考
兄
る
」

講
師
は
京
都
精
華
大
学
教

授
の
槌
田
励
さ
ん
。
テ
ー

マ
「
下
水
道
を
考
え
る
」

講
師
は
京
都
市
下
水
偏
Ｂ

の
藤
本
忠
利
さ
ん

公
害
苦
情
相
談

最
近
、
身
近
な
公
害
の
苦

情
が
増
え
て
い
季
ｙ
。

そ
こ
で
市
で
は
、
懸
四
、

年
代
後
半
か
ら
の
よ
シ
な
急
増
に

は
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
ま
し
た
。

宇
治
市
が
誕
生
し
た
昭
和
二
土
〈

年
か
ら
五
土
八
年
の
三
十
年
間
に
、

世
帯
至
ハ
・
三
倍
の
四
万
九
士
八

百
世
帯
、
人
口
で
は
四
倍
の
十
五

万
四
千
七
甲
〈
に
増
加
し
ま
し
た
。

年
齢
構
成
で
み
ま
す
と
、
六
十

五
歳
以
上
の
老
齢
者
は
、
五
十
年

に
は
五
・
二
％
で
あ
っ
た
の
が
、

五
十
五
年
に
は
六
・
五
％
へ
上
昇
。

そ
の
反
面
、
生
産
年
齢
と
い
わ

れ
る
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
は
、

六
六
・
七
り
か
ら
一
八
六
・
一
％
へ

と
低
下
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生

産
年
齢
者
百
人
で
扶
養
す
る
老
齢

者
数
も
、
五
十
年
か
ら
五
十
五
年

の
五
年
間
で
、
一
・
二
倍
の
九
・

六
人
に
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
宇
治
市
で
も
、
老
齢
化

世帯人口3.2人（1世帯当り）

・
ｅ
ｅ
Φ
・

振
動
、
悪
臭
な
μ
瓊
境
問
題

で
お
困
り
の
人
を
対
象
に
相

談
を
お
受
け
し
車
ｙ
。

▽
交
Ｔ
六
月
土
〈
日
伽
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

マ
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
保
健
ｍ

療
セ
ン
タ
ー

マ
相
談
員
＝
・
公
害
苦
情
相
談

員
（
環
境
保
全
課
）

或
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
。

五
十
四
年
に
は
、
一
世
帯
当
り
三

・
五
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
五
十

六
年
に
は
、
三
・
二
人
ま
で
に
減

少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
的
傾

向
で
あ
る
核
家
族
化
現
象
が
、
宇

治
市
で
を
手
主
す
進
ん
だ
こ
と

に
な
り
康
ｙ
。

第
3
次
産
業

8
0
％
を
し
め
る

昭
和
五
十
六
年
の
事
業
所
統
計

調
査
に
よ
る
と
、
宇
治
市
の
産
業

の
特
色
は
、
卸
売
・
小
売
業
、
サ

ー
ビ
ス
業
な
ど
の
第
三
次
産
業
が

全
体
の
約
八
〇
％
奮
し
め
る
住
宅

都
市
裂
左
い
え
ま
す
。

事
業
所
数
で
は
、
前
回
五
十
三

年
の
調
査
と
比
べ
て
一
四
・
四
％

増
加
し
か
茫
上
〈
百
九
十
九
。
従

業
者
数
は
、
」
五
％
増
加
し
て
四

万
八
千
百
十
二
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。事

業
所
を
産
業
別
に
分
け
濠
Ｔ

と
、
卸
売
・
小
売
業
が
最
も
多
く

四
九
・
二
9
で
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

製
造
業
、
建
設
業
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。
従
業
者
を
同
じ
ぷ
フ

に
分
け
ま
ず
と
、
製
造
業
が
最
も

多
く
、
卸
売
・
小
売
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
、
建
設
業
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
第
三
次
産
業
は

六
一
・
七
％
。
宇
治
市
の
産
業
は
、

事
業
所
・
従
事
者
と
も
第
三
次
産
。

業
が
全
体
の
過
半
数
を
し
め
て
い

ま
す
。
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昼
休
み
窓
口
の
開
設
は
私

の
公
約
の
一
つ
で
あ
り
、
そ

の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
少
Ｌ
遅
れ

に
多
く
の
市
民
が
利
用
さ
れ
、

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
＾
＾
＾
。
れ
‐
＞
ｖ
思
い
ま
ｙ
。

反
面
、
長
い
間
大
変
ご
迷
惑

信
頼
さ
れ
る

市
役
所
づ
く
り
を

ま
し
た
が
去
る
三
月
一
日
か

ら
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

ｍ
ｍ
－
印
鑑
証
明
な
ぺ

市
民
課
の
窓
口
業
務
牽
甲
心

が
か
け
て
い
た
こ
と
夕
反
省

し
て
い
ま
す
。

市
政
の
担
い
手
は
市
民
で

あ
り
、
市
の
仕
事
客
手
め

宇
治
市
の
人
口
の
動
き

老
齢
・
核
家
族
化
す
す
む

市
で
は
、
こ
の
ほ
戸
昭
和
五
十

六
年
尿
放
「
宇
治
市
統
計
書
」
を

発
行
し
ま
し
た
。
こ
の
統
計
書
は

市
民
の
み
な
さ
ん
の
暮
β
し
に
関

｀
．
．
．
．
．
．
・
・
・
・
・
・
・

宇治市の1日

係
深
い
人
口
、
産
業
、
経
済
、
教

育
、
福
祉
な
ど
の
基
礎
的
な
資
料

を
集
め
た
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
人
口
の
動
き
な
ど
主

鼠
阿
］

○
仙
り
‥
。

結婚3.4組（6時間58分に1組）

'56宇治市統計書

な
内
容
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
よ
時
代
が
着
実
に
お
と
ず
れ
つ
つ
あ

う
。
一
る
こ
と
奪
多
只
Ｕ
て
い
る
と
い

宇
治
市
の
人
口
は
、
毎
年
増
加
え
ま
ず
。

を
し
て
い
る
も
の
の
、
昭
和
三
十
で
は
宇
治
市
の
平
均
的
家
族
構

②
凶
〕

出生5.6人（4時間17分1秒に1人）
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キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
や
大
坂
冬

の
陣
・
夏
の
陣
な
ど
、
慶
長
・

元
和
期
（
十
七
世
紀
初
頭
）
の

揺
れ
動
く
社
会
情
勢
の
申
で
、

宇
治
で
も
、
旧
来
の
土
豪
森
家

が
没
落
す
る
と
い
う
大
変
動
か

あ
り
、
当
地
の
代
官
は
、
上
林

家
の
み
と
な
っ
た
。

上
林
家
は
久
堕
を
祖
と
し
。

ひ
ぎ
も
ち
っ
く
よ
Ｌ
そ
の
子
に
は
、
久
茂
、
紹
喜
、

秀
聊
政
重
が
い
た
。
久
茂
は

織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川

家
康
に
仕
え
、
秀
吉
の
時
に
は
、

宇
治
郷
の
う
ち
、
三
百
九
拾
石

の
知
行
が
与
入
ら
れ
、
家
康
か

ら
は
、
さ
ら
に
近
江
国
蒲
生
郡

内
の
百
石
が
加
増
さ
れ
た
。
す

で
に
秀
吉
政
権
で
は
、
代
官
的

な
任
務
に
着
い
て
い
た
こ
と
は

多
く
の
史
料
か
ら
も
シ
か
が
え

難
謳
昌
屑
屑
屑
朧
朧

る
・
紹
喜
ば
別
に
鸚
乞
称

し
、
宇
治
郷
の
御
物
茶
師
と
し

て
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
活
躍

す
る
。
秀
慶
は
春
松
と
称
し
。

一
時
出
家
し
て
、
白
川
金
色
院

の
僧
と
な
る
が
、
後
に
還
俗
し

て
、
宇
治
郷
の
御
物
茶
師
と
し

て
代
々
活
躍
す
る
。
政
重
は
家

康
に
仕
え
、
定
か
で
は
な
い
が
、

一
時
三
河
国
土
－
［
郷
を
支
配
し

て
い
た
と
さ
れ
、
の
ち
宇
治
に

八
〇
〇
）
か
ら
天
保
十
四
年
ま

で
は
、
再
び
、
久
茂
家
が
、
宇

治
郷
か
孝
配
す
る
こ
と
に
な
る
。

近
世
初
期
の
宇
治
郷
を
支
配

し
た
の
は
久
茂
家
だ
が
、
久
茂

は
幕
府
領
の
ど
の
地
域
を
支
配

し
て
い
た
か
は
。
必
ず
し
も
定

か
で
な
い
。
『
上
林
家
前
代
代

記
～
に
よ
れ
ば
、
里
題
・

小
倉
・
白
川
・
池
尾
の
各
村
を

支
配
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

こ
う
し
た
支
配
地
に
与
え
ら

れ
た
代
官
の
任
務
は
、
耕
地
の

調
査
、
年
貢
の
徴
収
、
宗
門
人

別
帳
や
五
人
組
帳
の
調
堰
堤

・
川
・
橋
等
の
普
請
、
管
下
の

警
察
、
民
事
戴
判
、
軽
犯
罪
の

刑
事
裁
判
と
処
刑
な
ど
幅
広
い

も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
近
世
初
期
の
京

都
で
は
、
京
都
所
司
代
・
代
官

奉
行
・
代
官
と
い
ラ
体
制
で
あ

制
を
支
え
る
も
う
一
つ
の
組
織

で
あ
る
経
済
支
配
に
つ
い
て
も
、

実
は
こ
の
時
期
に
確
立
す
る
が
、

こ
の
早
業
ハ
き

な
事
業
が
、
寛

文
・
延
宝
（
一

六
六
一
二
六

八
一
）
期
に
、

全
国
的
に
実
施

さ
れ
た
検
地
で

あ
る
。
こ
の
事

上
林
代
官
の
宇
治
支
配

居
住
し
、
そ
の
子
政
信
の
時
に

は
上
方
の
代
官
と
な
っ
て
、
宇

治
郷
と
小
倉
村
の
う
ち
、
三
百

石
の
知
行
が
与
え
ら
れ
た
。

宇
治
か
ら
は
久
茂
家
と
政
重

家
の
両
家
が
代
官
に
任
せ
ら
れ

た
が
。
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）

ま
で
は
、
久
茂
家
が
、
そ
れ
以

降
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
ま
で

は
政
重
家
、
寛
政
十
二
年
（
一

で
あ
り
、
ま
だ
寛
文
九
年
（
一

六
六
九
）
頃
の
絵
図
で
は
、
寺

田
村
（
城
陽
市
）
や
江
津
村
（
八

幡
市
）
を
も
支
配
し
て
お
り
、

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
の
『
御

役
所
向
大
概
覚
き
に
は
、
山

城
国
の
ほ
か
に
河
内
国
心
右
含

め
て
八
千
五
百
九
拾
石
余
を
支

配
し
て
き
た
こ
と
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。

出
張
相
談
所
を
開
設

＝
パ
ッ
キ
ン
グ
を
無
料
で
取
替
＝

六
月
一
日
か
ら
水
道
週
間
が

始
ま
り
季
子
。
水
道
は
、
私
た

ち
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

支
え
る
晟
も
重
要
な
施
設
の
一

つ
で
す
。
水
は
限
り
あ
る
資
源
、

大
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

宇
治
市
水
道
部
で
は
、
水
道

の
大
切
さ
を
市
民
の
み
な
さ
ん

に
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

水
道
週
間
の
期
間
中
、
出
張
相

談
所
を
市
内
十
五
ヵ
所
で
開
き

ま
ず
（
下
表
）
。
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
一
時
半
か
ら
四
時
ま
で
。

相
談
所
で
は
、
ご
意
見
、
ご

つ
た
が
、
寛
文
期
に
は
改
変
さ

れ
、
京
都
所
司
代
・
京
都
町
奉

行
・
京
都
代
官
・
代
官
と
い
う

体
制
が
発
足
て
る
。
こ
の
代
官

の
中
に
、
上
林
両
家
が
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
こ
の
よ
シ
な
寛

文
期
の
体
制
替
え
は
、
徳
川
幕

府
の
行
政
組
劈
催
立
し
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
幕
府
体

水道出張相談所の日程

％（月） ％吻 ％凩 ％困 ％㈹ とき

西蓮紫宇池ヶ

治’Ｊｉ丘中童公

学公民校園分

前館

旦大開旧喰

会小分堂学館

校前

矢城善落南法

集荘集会集会

所会所所リ｜
木木御幡幡蔵

公河山民原集

館隣会保所

館

と

－ヽ－

ろ

要
望
を
お
受
け
す
る
他
、
水
道

パ
″
キ
ン
グ
を
無
料
で
取
替
し

ま
ず
。
ま
た
水
道
公
認
業
者
も

当
日
待
機
し
床
ゐ
で
、
漏
水

の
問
題
な
Ｉ
石
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
（
水
道
部
）

に
つ
い
て
は
次

回
で
述
べ
よ
つ
。

◇

近
世
の
宇
治

の
歴
史
を
詳
し

く
叙
述
し
て
い

る
『
宇
治
市
ぶ

第
三
巻
が
品
Ｗ

れ
と
な
り
素
し

た
。
そ
の
他
の

巻
は
残
部
が
あ
り
未
了
。
購
入

を
ご
希
望
の
人
は
歴
史
資
料
室

ま
で
お
申
込
み
呪
価
格
は
各

ほ
し
い
物
・
ゆ
ず
り
た
い
物

巻
四
千
円
。
（
歴
史
資
料
室
）

［
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
上
林
代
官
の
門

登
録
し
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
欠
「
日
六

月
一
日
か
ら
開
き
未
丁
。
省
資
源

の
一
つ
と
し
て
、
家
庭
原
沢
ｙ

に
し
ま
っ
て
い
る
不
用
・
昭
有
効

な
利
用
の
た
め
に
、
不
唇
聊
報

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
年
度
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
活
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
前

期
、
後
期
の
二
回
に
分
け
て
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
1
だ
。
今
回

は
六
月
一
日
か
ら
三
ヵ
月
問
を
、

前
期
と
し
了
入
タ
ー
ト
し
毒
ｙ
。

▽
登
録
方
法
・
・
・
品
物
ｍ
ｓ
．
す
る

人
も
希
望
ず
る
人
も
、
電
話
、

は
が
き
、
来
庁
さ
れ
る
な
ど
で

申
込
み
を
じ
て
ぐ
だ
さ
い
。

▽
登
録
項
目
＝
山
品
物
名
、
形
式
、

規
格
、
品
質
な
ど
閲
購
入
年
月
、

消
耗
の
程
度
圀
希
望
Ⅲ
格
困
登

録
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
モ
の
他
の
希
望
条
件
。

▽
登
録
期
間
・
・
・
情

。
報
の
登
録
期
問

は
、
六
月
一
日

か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
の
三

ヵ
月
問
で
す
。

▽
主
な
対
象
品
…

下
表
の
ぷ
つ
に

取
り
扱
う
も
の

を
限
定
し
て
い

未
了
。
再
利
用

の
価
値
が
あ
り
、

修
理
・
修
繕
の

不
要
な
も
の
に

限
り
ま
す
。
な

お
、
転
売
や
趣

登録の対象品目

不用品情報

センター

味
な
ど
政
巳
的
な
恚
も
の
や
、

医
療
器
機
、
食
器
、
生
き
も
の

な
ど
は
、
取
り
扱
い
対
象
と
し

ま
せ
ん
。

▽
晶
物
の
取
引
方
法
…
両
者
の
希

四
秦
件
が
一
致
し
た
場
合
は
、

情
報
セ
ン
タ
ー
が
希
望
者
に
連

絡
し
、
当
時
者
ご
つ
し
で
交
渉

し
て
い
た
だ
孝
示
す
。
そ
し
て

そ
の
結
果
か
干
日
以
内
に
希
望

者
が
情
報
セ
ン
タ
ー
に
堡
に
し

て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
で
。
（
左
図
）

］
：
：
：
：
：
：
…
。
。
。
。
…
：
…
］

品物の取引方法

匯回］一一・・．＊；＄，．，¬迂璽］

＼゛ザえ登よ

＼情報センタとニ／。匯公証－

マ
問
題
な
ど
の
処
理
・
・
・
故
障
、
欠

陥
、
破
損
、
そ
の
他
問
題
が
発

生
し
た
場
合
は
当
市
者
で
協
逞
一

し
て
解
決
す
る
も
の
と
し
。
市

は
、
一
切
の
問
題
に
責
任
は
負

い
ま
せ
ん
。

▽
登
録
先
と
受
付
時
間
・
＝
登
録
は

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
孚
6
1
1

宇
治
琵
伺
認
宇
治
市
役
所
商
工

観
光
課
消
費
生
姿
容
⑩
3
1

4
1
内
線
捌
）
へ
。
受
付
時
間
は
、

午
前
九
時
Ｉ
午
後
三
時
、
土
曜

日
は
午
前
九
時
～
十
一
時
。
日

曜
日
・
祝
日
は
受
け
付
け
し
ま

せ
ん
。
（
商
丁
観
光
課
）

分類 主な取扱い品 取ｍわないもの

家具
べ・／ド．ＩＥ接セ■／ト、サイドボ－ド．座巾・、

ダンス、げたｉｌｌ、書翔，食器棚など

心乱裂品
ステレオ、ミキサー、テレビ、洗，ｒ機訃－スター

乾燥機．アイロン、ラジオ、冷蔵ｗなど

囃器

ギター，Ｉ－ランペット、エレクトーン、

マンドリン．尺八など

石油・かス

器具

ストーブ、以風ヒーター、ガスコンロなど

自転車 ｒ供用自転＊，婦へ用ｌｉｆｅ＊など バイク類

ベビー

ｒ供用品

二段べ・／ド，歩行ｉｌｊ、ベビーベッド、ペピーバス

三輪車、ブランコ、ベビーカー，ベビーダンス等

おもちゃ、絵－＊；

Ｆ供服

スポーツ

レジャー甲品

テニスラヶット，健康器具，キャンプ用品、

ゴルフ用品、卓球が、釣具、スキー用具など

スポーツ・レジャー

用品の小物類

－ＣＩ案庭
用品

ミシン，轜隨，＊メラなど

食器、石けん、シーツ

衣ＩＩ．日用品

学ｒ．用品
学？？ｔｌｌ．地球儀，天休望遠ｓ≪、ランドセル

ｉＳ典，全集．ｔ鑑など
雑ｓ、文具

その他 市が認めるもの

62

水は有効に利用を
６月１日から水道週間

宇
治
市の

窓

天
ヶ
瀬
ダ
ム

　天ヶ瀬ダムでは;　６月３

日午後３時から４時まで、

断続的にサイレンを鳴らし

て演習を行います。これは

６月３日に

サイレン演習 宍

万一の異常洪水に備えて、

機器の点検やサイレンカ澗

こえる範囲の確認を行うも

のです。

人権守る委員さんご存知
ですか

　
昭
和
二
十
四
壬
八
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護

し
見
守
る
。
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番

人
の
機
関
が
誕
生
し
ま
し
た
。
全
国
の
人
権
擁

護
委
員
は
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
決
め
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
人
権
思
想

の
啓
発
に
励
む
こ
と
に
し
て
い
ま
ず
。

　
宇
治
市
に
は
、
市
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、
法

務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん

が
い
ま
す
。

　
も
し
、
差
別
を
受
け
た
り
、
名
誉
を
侵
さ
れ

た
と
き
、
離
婚
や
相
続
の
家
庭
問
題
、
借
地
や

金
銭
問
題
な
ど
で
困
っ
て
お
ら
れ
る
人
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
人
権
相
談
は
、
毎
月
第
一
木
曜
日
の
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
市
民
会
館
で
開
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
の
自
宅

や
京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局
（
豊
⑩
4
1
2

2
）
で
も
相
談
で
冷
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
（
秘
書
課
）

　実際の異常洪水でサイレンが鳴った場合は、宇

治川筋の住民のみなさんはご注意を｡m書課)

人権擁護委員さん（敬称略）

山山向松前熊北入井荒戸

花口井本川木川江田木

忠政信得桂治甚嘉次之

郎一雄一子夫稔輔侃夫

氏

名

宇小大宇蒸棋伊宇木木治倉久■ｍｍａ勢治幡幡

善町保蔭町・田妙熊大法西町山山北薬小瀬
浦Ｌｌｌ．内Ｒ路戸

住

所
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16ミリ映写機
操作技術講習会

1982年（昭和57年）6月1日発行第595号宇1台ｒ！Ｊｉ攻だより（3）

講習会の日程と内容

地
域
の
子
戸
と
盛
、
学
習
会
、

職
場
な
ど
で
、
映
回
か
莉
用
・
活

用
し
て
、
充
実
し
た
も
の
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
映
写
技

術
講
習
会
を
開
き
享
子
。
ま
た
、

フ
ィ
ル
ム
や
機
材
の
貸
し
出
し
も

行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
技
術
を

ｌｉ時 内律

1
6ＨＨ目叩

18：：））～2Ｉ：（Ｘ）

ｔ’Ｉエンテーション
（講義）映写機の原理・構ａ

2
6）Ｉ15日ＩＯ

18：30－21：（Ｘ〕
（』義）映写機の隅心・操作

6；ｉｌ6日Ｉりｕ：

00－21：00｛実ＩＶ映町機の伐什練が

（Ｂ合のよいＨのＴｆｔ2昨

－7（5かＶｆｌ6昨～9ＩＩＪの

間にｌ度ｌ

3
6月17Ｕ（ね

Ｉｔ：00－21：（Ｘ）

6ＨｌＳＨｍ

Ｈ：帥ヽ2ｉ：ｔ）ｏ

4
6Ｈ15Ｄ巾

13：（Ｋｌ～Ｚｌ：（Ｘ）

（テスロ浹写隨の庫理・隅心と操作（Ｔ堵ｌ≪ｔ～3ＩＪ、Ｔｉｔ3≫．！－

3＞．！．ｒ（ｔ5≫Ｓ－7≪5．Ｔ－（≪7吟－

9Ｈｉ？）いすれかの時間帯に）

5
61122ｉｎ≪

ｉ！ｉ：（ｉｎ－21：ＯＯ

操（1ｉ免，；ｌ－．－Ｊ．Ｔ沼・「

教材利川：こついて

｛映画ドこの心れの悛いこｊ

い
ま
公
民
館
で
は
、
幼
児
か
・

ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象
に
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
教
育
事
業
に
耽
り

組
ん
で
い
え
す
。
そ
こ
で
活
動

内
容
冷
対
象
別
な
ど
に
分
け
て

紹
介
し
、
み
な

さ
ん
に
公
民
館

の
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た

い
と
考
又
て
い

ま
す
。

第
一
回
目
は
、

鳳
凰
大
学
な
ど

高
齢
者
敦
肖
に

つ
い
て
で
す
。

◇

①

現
代
社
会
の
中
で
、
高
齢
者

が
生
活
し
て
ゆ
く
周
辺
は
厳
し

さ
を
別
し
て
い
4
了
。
こ
夕
し

た
巾
で
、
永
年
社
公
の
風
雪
に

耐
え
抜
か
れ
て
会
館
齢
者
が

よ
り
安
ら
か
に
、
よ
り
豊
か
に
、

よ
り
確
か
に
生
き
が
い
に
満
ち

た
ざ
阪
の
生
活
を
送
る
の
に
役

立
つ
ぷ
つ
に
と
、
公
民
館
で
は

昭
和
四
十
四
年
か
ら
高
齢
者
敦

室
を
開
い
て
き
次
し
た
。

当
初
は
、
市
民
会
館
（
現
在

の
宇
治
市
公
民
館
）
突
茲
に

月
一
回
の
割
り
合
い
で
年
間

十
二
回
程
度
、
『
老
人
間
題
の

現
状
・
現
代
社
会
と
家
族
・
健

康
の
Ｉ
Ｈ
び
・
県
人
ク
ラ
ブ
の
活

勁
に
つ
い
て
・
現
代
の
家
庭
教

育
と
老
人
の
か
か
わ
り
・
現
代

の
若
者
と
姿
男
・
宇
治
茶
の

歴
ぷ
な
ど
を
テ
ー
マ
に
変
化

す
る
世
の
中
の
こ
と
を
学
び
、

若
い
世
代
と
話
に
乙
宣
る
老
人

に
な
ろ
ラ
と
学
習
。

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ｙ
日
程
と
内
容
・
・
・
左
表
▼
と
こ

ろ
・
＝
宇
治
市
公
民
館
▼
講
師
＝
・
ム

ー
ビ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長
の
有
田
幸

雄
さ
ん
ｙ
対
象
＝
・
1
8
歳
以
上
の
市

民
ま
た
は
、
市
内
通
勤
者
ｎ
ｏ
日

間
出
席
で
き
る
人
ｙ
定
員
・
＝
6
0
人

ｙ
受
講
料
・
・
・
無
料
ｙ
申
込
み
＝
・
来

館
さ
れ
る
か
電
話
で
、
ま
た
は
往

復
は
が
き
に
講
習
会
名
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

番
号
夕
舌
い
て
6
月
Ｈ
日
ま
で
に

宇
治
市
公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
－

9

’
Ｈ
Ｑ
2
8
0
4
）
へ
。
先
着

カラー40分

ｏ部落①生きている差別②ＴＴ年の歩み
③国民の課題として（白累各60分）ｏ＊≫．？ｔ・き悶いりｌｌ本穴泊）白黒120分

Ｏこのｉ，≪ｃれの彼方に・カラー35分
〇トロッコ（アニメーション）カラー11分

〇わがままな巨Ａ（・）カラー27分Ｏチータ君のおはなし

（自然の動物シＩ）ーＸ）カラー1Ｏ分
〇チピ六こ叱満＿？．（児童刳映ｆｉｆｉｉ）カラー51分

申込みは宇治市公民館へ（電話21－2804）

人
で
、
年
間
計
画
に
沿
っ
て
学

習
で
き
る
人
で
す
。
定
員
は
各

コ
ー
ス
百
人
。

こ
の
心
凰
大
学
友
犀
、
第

二
回
の
卒
業
生
か
逞
り
出
す
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
卒
業
生
は

「
宇
治
以
凰
会
」
と
い
う
自
主

的
な
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
ら
れ
、

月
一
回
例
会
を
開
い
て
学
習
を

続
け
ら
五
で
い
ま
す
。

世
代
間
交
流
や
余
暇
活
用
へ

昨
年
か
ら
は
、
木
幡
・
小
介
の
地
区
公
民
館
で
地
域
に
田
ざ
し
た
高
船
占
教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
吸
ほ
、
さ
ら
に
内
介
の
充

順
。
な
お
、
以
前
に
操
作
免
許
を

取
得
し
て
、
ｍ
薪
手
続
き
を
さ
れ

て
な
い
人
は
、
こ
の
期
間
に
更
新

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
（
宇
治
市
公
民
館
）

案
内

幼
稚
園
児
の保

護
者
へ

市
で
は
、
幼
稚
園
教
育
の
普
及

と
禿
実
の
た
め
、
公
・
私
立
幼
稚

園
児
の
保
護
者
に
保
育
料
な
ど
の

補
助
欠
け
っ
て
い
ま
で
。

こ
の
手
続
声
と
し
て
、
各
幼
稚

パ
″
チ
ワ
ー
ク
で
生
活
実
用

品
を
作
り
ま
ず
。

ｙ
と
き
・
・
・
6
月
1
7
日
内
、
2
3

日
團
、
3
0
困
、

1
4
日
團
、
2
1

日
困
の
午
前

9
時
半
か
ら

7
月
7
日
和
、

く

婦
人
の
創
作
教
室

費
用
・
・
・
教
材
賛
千
三
回
円
ｙ
準

備
・
＝
断
ち
バ
サ
ミ
、
握
り
バ
サ

ミ
川
、
ま
ち
針
、
分
度
器
、
コ

ン
パ
ス
、
卯
、
石
の
さ
し
、
黒

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
手
芸

正
午
ｙ
と
こ
ろ
＝
・
木
幡
公
民
館
と
赤
の
鉛
筆
ｙ
定
員
＝
・
2
5
人
ｙ

ｙ
撫
了
手
芸
研
究
家
の
松
本
保
育
・
・
・
2
歳
以
上
の
幼
児
2
0
人

理
鶴
子
さ
ん
ｙ
対
象
・
・
・
市
内
の
を
保
育
。
オ
ヤ
ツ
代
三
百
円
か

婦
人
で
全
回
参
加
で
き
る
人
ｙ

園
か
ら
申
請
書
な
芦
示
配
付
さ
れ

ま
す
が
、
昭
和
5
7
年
度
市
・
府
民

税
納
税
通
知
書
を
つ
け
て
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
納
税
通

知
書
は
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て

必
要
ｙ
申
込
み
・
・
・
往
復
は
が
き

く
だ
さ
い
。

に
住
所
、
氏
れ
年
齢
、
電
話

番
号
と
、
「
婦
人
の
創
作
教
室

受
講
希
望
」
と
Ｊ
‥
い
て
、
6
月

1
0
日
俐
に
必
着
で
木
幡
公
民
館

（
〒
6
1
1
木
幡
内
畑
3
4
の
7
・
豊

⑩
8
2
9
0
）
へ
。
な
お
、
保

育
か
希
望
さ
れ
る
人
は
、
幼
児

の
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
を

書
い
て
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

（
木
幡
公
民
館
）

（
秘
書
課
）
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
分
館
＝
午
前
1
0
時

◇

犬
・
猫
の
引
取
り

ｙ
七
Ｔ
6
月
8
日
固
ｙ
と
こ

貿翼Ｘ？翼

小
介
公
民
館
＝
午
前
1
0
時

日
一
椋
公
会
堂
＝
午
前
Ｈ
時

宇
治
保
健
所
＝
午
前
艮

（
保
健
衛
生
課
）

炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー

野
外
活
動
教
具

貸
出
し

巾
敦
育
委
員
会
で
は
、
青
少

年
の
野
外
活
動
の
た
め
に
、
炭

山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
と
野
外

活
動
教
具
か
貸
出
し
ま
す
。
教

貝
は
テ
ン
ト
と
飯
ご
う
と
な
べ

で
す
。

図
書
館
に
関
す
る

映
画
と
講
演
の
集
い

▼
日
時
と
会
場
…
6
月
1
0
日

團
よ
9
治
市
木
幡
公
民
館
、
6

月
1
7
日
出
9
宇
治
市
小
倉
公
民

館
、
6
月
2
8
日
囲
＝
宇
治
市
公

民
館
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
か

移
動
図
書
館

使
用
で
き
る
の
は
地
域
の
子

呉
呉
や
育
友
会
な
ど
の
青
少

年
団
体
で
す
。
た
だ
し
、
個
人

で
の
使
用
は
盲
蚤
せ
ん
。

▼
資
格
＝
市
内
の
青
少
乍
団

体
で
、
指
導
者
が
市
教
委
が
実

施
す
る
キ
ャ
ン
プ
指
導
者
講
習

会
な
ど
の
終
了
者
Ｖ
申
込
み
・
＝

6
月
1
9
日
出
ま
で
に
市
民
体
育

課
（
｀
諮
3
1
4
1
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

ら
正
午
▼
映
回
・
：
「
図
書
館
と

ｒ
ｊ
Ａ
ｗ
－
ｆ
Ｊ
ち
」
▼
講
演
・
・
・
関
西

学
院
大
学
専
任
講
師
の
芝
田
正

夫
さ
ん
▼
共
催
・
：
宇
治
市
読
書

ク
ラ
ブ
協
議
会
、
宇
治
市
児
童

文
庫
連
絡
会
▼
問
い
乙
お
せ
先

・
・
・
宇
治
市
児
童
文
ｍ
連
絡
会
の

平
櫛
紀
代
子
さ
ん
（
ａ
⑩
1
0

2
1
7
）
へ
。

（
6
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

29日

輿

24日

宋

23日

水

22日

（火）

18日

を

17日

宋

16日

池

15日

叫

10日

床

9日

水

8日

次
日

黄

業

南

山

明星

町

志津

川

福

角

南陵

町

神

明

奥広

野

広

野

伊勢

田

開
遊

田

野

神

白

川

蔭

山

横

島

平

盛

万大久

保

緑ヶ

原

地

区

15

●●10

Ｓ

16

00

14

■●

00

Ｓ

14

●●50

Ｈ

●●30

Ｓ

15

●●30

！3

●●30

Ｓ

14

●●00

10

●■00

Ｓ

11

■●00

14

●●00

Ｓ

15

●●40

15

●●10

Ｓ

16

●●10

14

●●00

Ｓ

14

10

0

Ｓ

11

●●20

14

●●00

Ｓ

16

00

≫

●●00

Ｓ

15

20

14

●●00

Ｓ

16

●●00

11

●●
00

Ｓｎ

●●40

10

●●00

Ｓ

10

●●30

15

●●00

Ｓ

16

丿丿00

13

●●30

Ｓ

14

●●30

14

●●4（

1

16

●●00

13

●●30

Ｓ

14

20

10

●●00

Ｓ

11

●●00

14

●●00

Ｓ

16

00

時

間

50

万柚

寺駐

｜｜ｉ場

南山

口｜

タリ

ｌ

明星

集会

所前

竹久

商店

横広

場

柚角

公園

前

一一丁

日公

園前

城南

荘児

章公

園

奥広

野入

□

大久

伏小

学校

伊勢

田仲

杜

開公

民分

館ｍ

遊

田－－

一角

公

園

池

なら

商

片向

か

1ゝ仙

茶研

登り

□

ユー－

チカ

杜宅

前

12皿

｛

レム

平盛

小学

校

西大

久保

小乍

校

旦椋

公会

京前

縁ヶ

原児

童公

園

駐車

時間

〈
駐
車
場
の
変
更
〉
横
島
地
区
の
駐
車
場
が
1
2
の
通
り
の
八
木

ガ
レ
ー
ジ
前
に
変
史
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
6
月
は
毎
週
月
曜
日
と
1
日
脚
、

5
日
出
、
3
0
日
巾
で
す
。
5
日
は
県
ま
つ
り
の
た
め
臨
時
休
室

し
ぶ
す
。
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＝視聴覚教材の貸出し＝

スライド

○荒野の少年
○小つばめの初旅行
○黄金のかもしか
〇不思議な森のｘ険
○くるみわり人形
Ｏりょうしと人形
〇くもの糸

機材

●16ミリ映町機……4台

（■｛■治市公尺館発行の

操ｖ－免許証が必要）

●8ミリ映写機……1台

●幻燈機……………1ｆ！

●その他スクリーンなｙ－

フィルム

○大べ頼ダム

鳳
凰
大
学

四
年
間
で
学
習

昭
和
五
1
二
年
か
ら
は
、
高

齢
八
敦
室
冷
き
ら
に
発
展
さ
せ

る
た
め
四
年
制
の
大
学
制
度
を

取
り
入
れ
「
鳳
凰
大
学
一
を
開

校
。
文
学
歴
史
・
9
啖
町
理
・

政
治
経
済
・
社
会
福
祉
の
四
コ

よ
り
豊
か
な
老
後
に

Ｉ
ス
か
設
け
、
一
年
ご
と
に
汚

コ
ー
ス
か
修
了
し
、
四
年
で
卒

業
と
い
う
制
度
で
内
容
の
充
尖

を
図
り
ま
し
た
・
＞
≪
た
ク
ラ
ブ

洒
如
も
取
り
入
れ
、
民
謡
・
水

ｍ
ｍ
・
俳
句
な
ど
翌
亡
む
ヱ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
学
の
受
講
資
桁
は
、

市
内
を
庄
の
六
十
瓦
歳
以
ｈ
の

催
し

や
ま
ぶ
き
学
級

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

市
で
は
、
障
害
者
の
学
ぶ
機
会

の
保
障
と
仲
間
づ
く
り
か
ゐ
ざ
し

て
心
身
障
害
者
敦
室
を
開
い
て
き

ま
し
た
。
こ
の
教
室
か
今
年
か
ら

実
や
学
級
数
の
増
設
、
ス
ポ
ー

ツ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
普
及
に
取
り
但
と
と
も
に
、

知
諏
や
経
験
の
社
会
的
活
川
と

し
て
世
代
川
交
流
の
促
進
や
余

暇
活
川
小
業
の
計
固
化
・
援
助

を
号
凡
て
い
ま
す
。

鳳
凰
大
学
卒
業
生

北
川
ナ
ミ
エ
さ
ん

（
伊
勢
田
町
）

新
し
い
お
話
相
尹
烏
え
、

旅
行
の
お
つ
見
□
を
す
る
な

ど
気
分
的
に
若
さ
か
感
じ
る
こ

と
は
高
齢
者
に
と
っ
て
ほ
ん
と

う
に
幸
せ
で
し
た
。

ち
の
忘
れ
の
多
い
年
齢
ゆ
え

に
講
師
の
光
乍
の
お
話
は
「
馬

目
一
東
肌
一
の
と
き
も
。
少
し
で

ち
心
の
角
に
残
る
ち
の
が
あ
っ

た
八
于
れ
ば
、
決
し
て
こ
の
四

印
間
は
拶
‥
一
味
で
な
か
っ
た
と

自
覚
し
て
い
ま
す
。

「
や
ま
ぶ
き
学
級
」
と
名
づ
け
、

よ
り
楽
し
い
親
し
み
や
す
い
敦
室

と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
第
一
回
目
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
教
室
を
開
き
ま
す
。

ｙ
と
き
－
Ｃ
Ｄ
月
1
3
日
聞
、
午
前

1
0
時
～
午
吸
ｏ
時
半
ｙ
と
こ
ろ
・
＝

宇
治
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ｙ
対
験

・
＝
巾
内
在
住
の
心
身
障
宍
占
で
、

義
務
敦
奇
々
終
了
し
、
養
護
学
校

へ
通
学
し
て
い
な
い
人
ｙ
参
加
持

＝
・
三
回
円
程
度
ｙ
申
込
み
＝
・
敦
介

委
口
会
誌
。
鞍
奇
課
（
言
公
3
1

4
1
）
へ
。
（
社
会
教
介
課
）

◇

市
民
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

宇
治
市
陸
占
回
賢
君
剛
京

都
府
公
園
公
社
で
は
、
初
心
占
ジ

ョ
ギ
ン
グ
敦
室
を
開
き
ま
す
。

ｙ
と
き
・
＝
6
月
6
‐
か
ら
’
ｉ
5
月

第
1
日
曜
、
午
前
8
時
か
ら
ｙ
と

こ
ろ
・
・
・
太
陽
が
丘
第
2
競
技
川
ｙ

一

一

ｋ

一

″

・

一
・
ｙ
一

・
・
一
一
一
一
・
ｊ
一
一
一
一
一
一

ｌ
一
一
一
’
・
ｄ
一
一
一

対
鰍
：
年
齢
、
性
別
は
不
問
。
直

接
会
場
へ
。
吊
民
体
育
課
）

市
民
潮
干
狩

◇

宇
治
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
で
は
巾
民
潮
干
狩
を
行
い
ま
す
。

ｙ
文
了
6
月
2
0
日
㈲
：
：
き

先
・
・
・
二
屯
県
、
御
殿
場
浜
ｙ
参
加

費
・
＝
お
と
な
三
1
二
目
円
、
子
ど

も
二
千
六
百
円
ｙ
申
込
み
・
＝
参
加

賛
を
添
え
て
市
民
体
育
課
ま
で
、

先
行
川
人
。
（
巾
民
体
介
課
）

◇

弓
道
教
室

ｙ
ン
き
・
＝
6
月
2
7
‐
剛
か
旨
）

‥
‥
‥
↑
［
‥
‥
ま
で
の
土
、
日
の
午
後
―

時
半
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
・
＝
黄
″
肖
衛

隊
り
道
川
ｙ
参
加
ｅ
ｎ
．
二
股
三
千

几
。
｛
‥
円
、
学
生
三
1
五
。
白
円
ｙ
参

加
資
格
・
＝
巾
民
か
巾
内
通
勁
占
。

詳
し
ぐ
は
、
6
月
1
5
日
ま
で
に

棋
島
町
北
内

川
嶋
千
佳
ち
ゃ
ん

チョッピリおてんばで、やんち
ゃ娘ですが、カメラを向けるとニ

ッコリ笑顔。

この欄に掲載するお子さん（56

年Ｓ月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。
Ｓ 9‾ － ’ ｛ｒ ’ － ～ ・ ’ ｚ ｉ

宇
治
巾
体
介
Ｅ
ｌ
会
（
｛
‘
営
1
9
0

5
｝
か
河
野
弥
一
さ
ん
（
ｆ
ｉ
ｇ
ｉ
ｃ
ｏ

Ｏ
Ｃ
Ｍ
7
）
へ
。
（
市
民
体
酉
課
）

◇

宇
治
市
議
長
杯

弓
道
大
会

ｙ
と
き
＝
・
6
月
2
7
日
㈲
午
前
9

時
Ｖ
と
こ
ろ
・
・
・
許
｛
‥
司
隊
弓
道

場
ｙ
競
技
・
＝
近
的
Ｖ
参
加
芦
・
二

般
四
。
自
円
、
学
生
こ
白
円
。

詳
に
‥
で
は
、
6
月
1
5
日
ま
で
に

宇
治
市
体
育
協
会
（
き
⑩
1
9
0

5
）
か
河
野
弥
一
さ
ん
（
酋
⑩
3

0
2
7
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

募
集

市
営
プ
ー
ル
の

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

ｙ
対
ま
と
人
員
・
＝
高
校
生
の
男

女
汚
1
5
人
、
大
学
乍
の
男
女
若
干

名
ｙ
資
格
・
＝
高
校
生
は
2
年
生
以

上
で
学
校
の
許
呵
が
必
要
。
大
学

生
男
于
は
水
防
指
導
の
資
格
が
あ

る
人
が
望
ま
し
い
。
期
間
中
継
続

し
て
勤
務
で
き
る
こ
と
（
Ｌ
・
日

曜
‐
以
外
に
休
み
あ
り
）
▼
間
間

…
7
月
1
7
日
～
8
月
3
1
‐
ｙ
賃
金

・
・
・
高
校
乍
は
1
時
間
四
］
九
1
円

大
学
生
は
1
時
川
託
り
円
ｙ
申
込

み
・
＝
6
以
Ｊ
‐
ま
で
に
苗
7
公
園

管
理
Ｉ
格
所
（
瓦
■
＾
＝
：
”

。 ｓ
ｉ
：
Ｂ

で
1
9
0
5
）
へ
。
（
巾
民
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1火
●ｌｌ＞百？｀‘と相諮（朴令坂払
協議会13時～15時）・

相談ごあんない

まちづくりのことや、身近な悩

みにお答えします。

市民相談…日曜・祝日を除く毎日
市民相談室で、市政に限らず身

近な悩みごとにぉ答えしていま
す。また．月ｌ回市内各所で移
動市民相談を実施。ａ⑩4029市

民相談室。
消費生活相談…商品のクレームな
ど、専門相談貝が衣食住全般の

苦情処理と相談に応じます。毎
月第4水曜日の10時～15時市役
所商工観光課で実施。また、月

1回市内各所で移動消費生活相
談を実施。その他、消費苦情相

談は日曜・祝日を除く毎日、商
工観光課で受付。お問い合わせ

は、Ｓ＠3141商工観光課へ。

－

－

－

－

－

－

－

2困

3俐

●法律相談（市民会館13時
半～15時半）
人権相談（市民会館10時
～15時）

4図

5（ｉ）
●結婚相談（川来集会所13
時～15時）

6⑥
7（月）

8㈹

●心配ごと相談（社会福祉
協議会13時～15時）

●年金相談（社会福祉協議
会ｌＯ時～正午）
家庭児童相談（小倉公民
館10時～15時）

9（和
移動消費生活相談（南木
幡集会所ｌＯ時～15時）

10俐

去飢寺
半～15時半）
空俑喜故相諮ぐ市民合樅
13時半～16時）申込みは
市役所交通労政課（ａ＠
3141内線262）へ

交通事故巡回相談所

とき6月9日（水）・23日（水）

午前9時～午後4時

ところ宇治市宇治若森

京都府宇治地方振興局

内容●交通事故の法律問題
●示談のしかた●賠償

額の算定●訴訟、調定

のしかた●自賠責保険

等の利用、請求のしか

た他。

お問い合わせ宇治地方振興局

Ｈｉ）
血圧相談（川東集会所9
時半～11時）

12倒
●結婚相談（川東集会所13
時～15時）

13⑧
14（月）

乳児相談（保健医療セン
ター9時半～ｎ時）

15火
●心配ごと相談（社会福祉
協議会13時～15時）

16困
ｉ＾ｍｍ（＊Ｒ＾［°＾＾＾＾”Ｊ

館13時～16時）

もえないゴミ収集日程表 市役所清掃課

TEL

223141番
棋島町（全域）6／118小倉町（近鉄以東の新田島）

宇治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ219内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

畑、国鉄以東の正中・東中）

六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

321中村、南山畑、南山、南端．国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（熊小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、壇ノ

東、寺界道、野添、大林、梅林、西浦、新開、722平野、折坂、福角、一・二・三番割、国鉄以

西の芝ノ東）菟道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸ノ内、京大宿舎）

菟道（平町を除く全域）823明星町（全域）

志津川（全域）宇治（山本、乙方、東内、又振、山田）

宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番，妙楽、蓮華、塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、924

池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）1025神明（全域）

宇治（蛇塚、大谷、野神一部）琵琶台（全域）

広野町（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）1126広野町（小根尾、大開．尖山、宮谷、中島、丸山）

西大久保府営住宅（1～20棟）

広野町（桐生谷、一里山．東裏、寺山、国道筋を除く西裏・茶屋裏）

1228大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田．中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、’南山）1429開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶ｍ裏、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

宇冶（半白）小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）1530羽拍子町（国道筋）

伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市道筋以南の西浦）
167／1伊勢田町（遊田、砂田）西大久保府営住宅（33～43棟）．

小倉町（蓮池、堀池、南堀池．京銀前から南京信前

177／2までの市道筋以北の西浦）伊勢田町（南遊田）
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17困

●高齢者無料職業相談（社会福祉協議会10時～15時）
●法律相談（市民会館13時半～15時半）
行政相談（市役所市民相談室ｌＯ時～16時）
乳児相談（広野公民分館9時半～11時）
幼児相談（保健医療センター13時半～14時半）

］8㈲
青少年相談（市民会館13時～16時）
血圧相談（開公民分館9時半～11時）

＾＾出 ●結婚相談（川束集会所ｓ時～15時）

20⑨
21（月）乳児相談（小倉公民館9時半～11時）

22㈹
●心配ごと相談（社会福祉協議会13時～15時）

家庭児童相談（小倉公民館10時～15時）

23團
消費生活相談（市役所商工観光課10時～15時）

24困
●法律相談（市民会館13時半～15時半）

ｆ言－ふ－ｊＳｉ／ＪりＬＩＡ
ｆ＾到叩仄恂以ｖ疋心未ぷ所13時半～16時）

社会福祉協議会の相談（●印）

1人で悩まず、お気軽にご相談

を。（社会福祉協議会＝宇治僑通
り市役所分庁舎内・ａｃ5650）

●’Ｌ－配ごと相談（民生児童委Ｉｔ）

よろず相談全般。
●法律相談（弁護士）

法律問題全般。
●結婚相談（専任相談貝）
登録・紹介。

●高齢者無料職業相談（京都府社
協・相談所貝）

高齢者の求人・求職など。・
●年金相談（社会保険労務士）
年金全般。

－

－

～

－

－

－

－

＝

25ｉ）
血圧相談（城南荘集会所
9時半～11時）

26出
●結婚相談（川束集会所13

時～15時）

27⑨
28（月

29幻
●心配ごと相談（社会福祉
協議会13時～15時）

30俐

7月1俐

2（ｉ） ｛Ｘ

し尿収集日程表
城南衛生管理組合

八幡市八幡沢ＴＥＬ075－631－5171～3

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山地域
121福Ｐｉ（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割．二番割、三番割一部
222西浦（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
323芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）中村（さつきヶ丘）
424南山（Ｂ）、金草原゛
525南山畑、北山畑大瀬戸（国鉄以東）、市村（国鉄以東）東巾（国鉄以吏）Ｊｔ畠一部
726北畠、桧尾、平尾、須留
828花揃、赤塚、陣之内（国鉄以東）、御園、御ｍ山、畑山田、北御園、正中国鉄以東）、町並一部
929北御蔵山（平尾）、中御蔵山．町並．奈良町、畑町、炭山全域

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳水、柿ノ木町1030一丁目、札ノ辻町、紺屋町

111／］．内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、熊小路南端（国鉄以西）
127／2大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
15寺界道、古川、西田．北ノ庄、野添，谷前、西浦一部、梅林官有地
16西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
17福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島，
18車田一部、平町、一里塚、戸ノ内鴎島飛地）

・19車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域
27田原井ノ尻日椋平盛南ノロ

北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、余屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、323寺山（翠光園団泊り

424寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島
524石塚（心華寺通り以西）
425石塚（心華寺通り以東）、宮北一部
525東裏一里山桐生谷、開町
826小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮北

野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町），琵琶、若森（国鉄以南）、矢落国鉄ｘ南）7・28壱番一部（宇治橋通り以北．宇治警察西側通り以西）

929下居、善法，壱番、妙楽、￥文字、里尻（田鉄以南）、塔川
蓮華、乙方．東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山本、荒棋、田中．大垣内、妙見1030志津川

森本（国鉄以東）、段ノ上、藪里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、117／1池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

6月5日と8日に、県神社

のあがた祭と大幣神事が行わ

れます。このため、地元地域

を中心にし尿収集日程が一部

変則的になりますので、ご注

意ください。

し尿収集の届出を 。グ

家族や同居人に増減があっ

たり転出転居、浄化槽設置等

でし尿収集届出に異動があっ

たときは、市役所清掃課へ届

出てください。

（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻．121中ノ田、名木浮面安田町全域

22中山（近鉄以東）ヽ大谷ヽ西畑．中畑ヽ春日森，―ノ坪ヽ島前ヽ2大町、大川原、中川原（大川原線以西）、石橋（大川原線以西）

323中山（近鉄以西）、毛語若林
524羽拍子町
425蛇塚、弐番（府道以北）、池森、米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、826神楽田（山中含む）

728戸ノ内、矢落（国鉄以北）若森（国鉄以北）、里尻（国鉄以北）、小桜

929東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
1030南落合（4の通り以降～13の通りまで）
117／1南浦（100～110、84～98，30～33）、大京団地、山際一部
127／2南浦、西ｍ一部、神楽田一部（近鉄以西）

山際、ヽ半白、囃］・場（大川原ｍ以北）、大幡、北内、門口，幡員、147／3郡、石橋（大川原線以東）

15老ノ木、久保、西山（国道以東）、蓮池

東山、天王、寺内一部，蔭山、・吹前、中川原（大川原線以東）、16卜（大川原線以東．国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

17寺内、西浦
18南堀池（本通以北）、南堀池（本通以南）
19南堀池（大和、田中）、堀池
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し尿収集日程

一部変更のお知らせ
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